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論文内容の要旨
白木列島の中でシルル~デボン系の砕屑右:-/石版岩相は，西南日本外帯の黒瀬川帯・西南日本内帯の飛
騨外縁帯及び東北日本の南部Jt上帯に分布する。今岡，それらのシルル~デボン系において，岩相層序学
的・放散虫生序学的検討をおこなった。黒瀬川帯の下部シルル系~中部ヂボン系から9つの放散虫化石帯
を新たに設定した。放散虫化石による詳しい年代決定によって，黒瀬川搭のシルル~テぜボン系の中にいく
つかの堆積間隙が識別され，厚い酸性凝灰岩層が短い期間に急速に形成されたこと.九州から紀伊半島に
分布する黒瀬川帯のシルル~デボン系はほぼ同様の層序を有していることが明らかになった。さらに.黒
瀬川帯のシルル~デ71fン系は岩相的・年代的に飛騨外縁帯と南部北上帯のそれに対比可能であり，これら
3地帯から産する放散虫化石は相互によく類似し，その化fi相は南中国やオーストラリアとの共通性が高
い。これらのことから上記3地帯のシルル~デボン系は一連のものであり.原日本周辺に広域的な堆積盆
が発達していたと考えられる。日本列島のシルル~デボン系の蝶岩層には酸性凝灰岩・流紋岩・安山岩の
ほかに花関岩が多く含まれるので，それらの後背地には成熟した地殻をもっ島弧文は陸弧の存在が考えら
れるのシルル~デボン紀の原日本は河時低緯度域に存在した南中国の前弧域で形成されたと考えられる。
日本列島の厚い駿性凝灰岩層はオルドビス紀新世にその形成が始まり，シルル~デボン紀に最も卓越する。
この酸性凝灰岩の形成に代表される活発な火成活動は.前弧域への急速な堆積物の供給を促進し原日本
の急速な成長に貢献した。オルドビス紀新世~デボン紀を通じて原日本周辺に活発な海7羊プレートの沈み
込みがあったと考えられ，その後も付加体形成を機動hとして日本列島が成長したと考えられる 3
論文審査の結果の要旨
日本列島の後期古井代一中生代構造発達史をとらえる枠組みは， 1980年代にプレートテクトニクスに基
づく造山論へと大きくシフトした。しかしながら，シルル紀一デボン紀以前の日本列島の起源論に関して
は不明な点が多く.験討課題として残されてきた。木論文は.基盤地質構造の情報を多く内包する西南日
本外帯の黒瀬川帯，西南日本内帯の飛騨外縁帯，及び東北日木の南部北上帯のシルルーデボ.ン系を研究対
象にして， 日本列島の起源論を論じたものである。
まず，各地帯の研究対象地域における野外地質調査を基本として，各地肢のシルル デポン系の岩相層
序灰分を行ったr それと平行して放散虫生層停学的研究を行い.下部シルル系一中部デボン系に 9帯の放
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散虫化石帯を設定して，年代対比の基準を確定した。次いでシルルーデボン系には酸性擬氏岩が卓越し
多くの堆積間隙が存在するなどの岩相的及び岩相層序的特徴を抽出し各地域間及び各地帯閣の共通性を
明らかにした。また，各地帯聞の欣散虫化石群の類似性も明らかにした。これらの地質学的・古生物学的
データから，円本列島の 3地帯に分布するシルルーデボン系は，原日本域に}よく発達した同一ー堆積区に属
していたと結論した。
以上の日本列島のシルルーデボン系に関する結論，及び中国大陸・オーストラリア大陸のがi. 中期古生
代地質体や放散虫化石の比較から，日本列島域のシルルーデボン系の形成場は，当時，低緯度地域に位置
していた南中国ブロックの前弧海盆域であったという復元を行った。さらに前弧海盆域の外側では，古太
平洋海洋プレー卜が活発に沈み込み.それに伴う火成活動がシルルーデボン紀における日本列島域の急速
な成長と密接に関連していたと考察した。
以上の研究成果は.シルルーデポン系放散虫生腐序の広域的な有効性を示すだけでなく，日本列島の起
源論に大きく貢献するものである。よって本論文は博士(理学〉の学位授守に航するものと審査した。
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